
 
東京国際空港（羽田空港）周辺海域における 

貧酸素の状況について(その２) 
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平成２０年９月１８日 

国土交通省 関東地方整備局 東京空港整備事務所 

お問い合わせ先 

国土交通省 関東地方整備局 東京空港整備事務所 Ｄ滑走路プロジェクト推進室 竹田・近藤・中島 

住所 東京都大田区羽田空港３－５－７ メンテナンスセンターアネックス５階 

電話 ０３－５７５６－６５７５ 

ＨＰ  http://www.pa.ktr.mlit.go.jp/haneda/ 

 
東京国際空港（羽田空港）の４本目の新たな滑走路となるＤ滑走路の建設工事は、護

岸埋立工事に使用する岩ズリ・山砂を、トレミー船(図１)などを使用し、極力濁りを発

生させない方法で施工するとともに、埋立部外周護岸を石積みの緩傾斜護岸にするとと

もに環境共生型消波ブロック(図２)を設置するなど、東京湾の水環境に与える影響を極

力低減する施工方法と環境に配慮した構造を採用して工事を進めています。また、工事

による水環境への影響を把握する為に環境監視計画〈工事中〉に基づき環境監視を毎日

実施しています。 

今回は、８月６日付のトピックス(貧酸素の状況について)※１に引き続き、羽田空港周

辺海域(図３)において、例年魚介類の生息が困難と考えられている溶存酸素(ＤＯ)濃度

３mg/l 以下の非常に低いＤＯ濃度(貧酸素の状況)が観測されている８月の観測結果(図

４、５)を報告します。 

影響評価点※２のうち、多摩川の河口に位置し、その影響を受けやすいＳｔ.Ａ(水深約

８～１０m)の底層（海底面＋１．０m）では、０．１～７．３mg/の変動の大きいＤＯ濃

度を観測し、羽田沖の東側に位置するＳｔ.Ｂ,Ｃ,Ｄ,Ｅ(水深約１７～２５m)の底層で

は、貧酸素の状況を毎日観測しました(魚介類の生息が困難と考えられる)。羽田沖の北

側に位置するＳｔ.Ｆ(水深約１１～１２m)の底層においても、８月５日(４．１mg/l を

観測)以外は、貧酸素の状況を毎日観測しました。 

全影響評価点の表層(海面－０．５m)では、毎日３mg/l 以上(３．５～１８．７mg/l)

を観測しました。同評価点の中層(海面－５．０m)では、０．１～９．３ml/l を観測し、

特に水深の浅いＳｔ.Ａ,Ｆでは、高い頻度で貧酸素の状況が観測されました。 

また、バックグラウンド※３点Ｓｔ.２,１９,２０,２３,２５の底層においても、影響

評価点と同様の貧酸素の状況を確認しています。 

Ｄ滑走路の建設工事の施工にあたっては、今後も確実な環境監視と細心の注意を払っ

て工事を進めていきます。 
※１  http://www.pa.ktr.mlit.go.jp/haneda/haneda/haneda_saikaku/topics/pdf/no-025.pdf 

※２ 影響評価点：工事による周辺海域への影響を評価する目的の調査点(６点) 

※３ バックグラウンド点：工事の影響が及ばない海域で、影響評価点と比較する目的の調査点(６点) 

  



図１ トレミー船による施工状況(８月２１日)

図 ２　環境共生型消波ブロックの製作状況

海藻の根の付着機能が高い凹
凸を付けた環境共生型消波ブ
ロックで護岸を被覆することに
より、稚魚の生育場となる藻場
の造成を促進し、漁礁や生物
の付着場所としての効果も期
待できる

筒状の管を海底面付近まで挿
入し、管の中に護岸埋立工事
に使用する岩ズリ・山砂を徐々
に投入することにより、濁りの
発生を抑制できる

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図３ 環境監視地点 

●：影響評価点(モニタリングポイント)
●：バックグランド点
　 ：環境監視の結果より貧酸素水塊が示唆される地域

Ｄ滑走路

多摩川
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図４ 羽田空港周辺海域の底層(海底面＋１．０m)における溶存酸素(ＤＯ)濃度の観測結果(４～８月) 

  ：貧酸素の状況 

※ＤＯ濃度：水中に溶解している酸素のことで、濃度は単位容積あたりの酸素量（mg/l）で現す 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

図５ 羽田空港周辺海域における８月の溶存酸素(ＤＯ)濃度の観測結果 
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